
憲
法
施
行
77
周
年
の
５
月
３

日
、
全
国
で
集
会
・
デ
モ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
東
京
で
は
五
月

晴
れ
の
も
と「
武
力
で
平
和
は

つ
く
れ
な
い
」「
と
り
も
ど
そ
う

憲
法
い
か
す
政
治
を
」
の
カ
ー

ド
を
掲
げ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。「
政
府
に
戦
争
さ
せ
な
い

と
し
た
憲
法
に
私
た
ち
は
守
ら

れ
て
き
た
、
今
度
は
私
た
ち
が

憲
法
を
守
る

責
任
を
果
た

そ
う
」
、「
軍

事
力
を
高
め

て
も
ち
ょ
っ

と
し
た
誤
解

か
ら
戦
争
に

な
る…

外
交

で
緊
張
を
緩

和
す
る
こ
と

が
何
よ
り
大

事
」「
憲
法
を

犯
し
て
い
る

か
も
し
れ
な

い
議
員
が
憲

法
を
変
え
る

議
論
を
す
る

正
当
性
が
あ

る
か
」「
日
本

国
憲
法
は
武

力
で
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と

を
放
棄
し
て
い
る
。
そ
れ
が
す

べ
て
の
外
交
の
大
前
提
だ
」
な

ど
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

朝
日
新
聞
の
世
論
調
査
で
は

「
憲
法
九
条
を
変
え
る
方
が
良

い
と
思
い
ま
す
か
、
変
え
な
い

方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
」の
問

い
に「
変
え
る
ほ
う
が
よ
い
３
２

％
」「
変
え
な
い
方
が
よ
い
が
６

１
％
」ま
た「
今
の
憲
法
が
あ
る

こ
と
で
日
本
は
戦
争
を
し
な
い

で
す
ん
で
き
た
と
い
う
意
見
は

ど
う
で
す
か
」の
問
に「
共
感
す

る
が
７
６
％
、
共
感
し
な
い
が

２
１
％
」
国
民
は
戦
争
す
る
た

め
の「
九
条
の
改
憲
」を
望
ん
で

い
ま
せ
ん
。
（編
：Ｓ
Ａ
）

５
月
２
日
、
午
後
２
時
か
ら

け
や
き
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
で
川
崎
晢
氏
（
ピ
ー
ス
ボ
ー

ト
共
同
代
表
）の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
主
催
は
憲
法
を
考
え

る
市
民
の
集
い
実
行
委
員
会
。

演
目
は「
安
保
３
文
書
と
憲
法

を
考
え
る
」
で
す
。
参
加
者
は
、

１
０
０
名
を
超
え
ま
し
た
が
予

定
者
数
は
下
回
っ
た
よ
う
で
す
。

川
崎
氏
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
っ
て
安
保
３
文
書
が
閣
議
決

定
さ
れ
た
後
、「
い
ま
何
が
起

き
て
い
る
の
か
」「
『
国
家
安
全

保
障
戦
略
』
改
定
の
ど
こ
が
問

題
な
の
か
」「
考
え
方
を
ど
う

転
換
す
べ
き
な
の
か
」「
安
保
３

文
書
の『
実
行
』
①
～
③
」「
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
戦
争
を
回
避

し
平
和
外
交
に
転
じ
る
た
め
に
」

を
柱
と
し
て「
抑
止
力
で
は
戦

争
を
防
げ
な
い
」
こ
と
を
強
調

し
ま
し
た
。

５
月
５
日
、
憲
法
記
念
日
の

つ
ど
い
実
行
委
員
会
主
催
。
あ

び
こ
市
民
プ
ラ
ザ
で
法
政
大
学

名
誉
教
授
の
五
十
嵐
仁
さ
ん

が
午
後
２
時
よ
り
、
標
記
の
テ
ー

マ
で
講
演
（
下
写
真
）
。
参

加
者
約
９
０
人
。
は
じ
め
に
、

現
在
の
日
本
の
惨
状
、
政
治
は

３
流
、
経
済
も
３
流
、
質
の
劣

化
と
量
の
縮
小
、
政
権
の
腐
敗
、

人
権
後
進
国
こ
ん
な
日
本
に

誰
が
し
た
ー
責
任
者
は
政
権

党
、
操
っ
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ

抜
け
出
す
に
は
ー
責
任
を
取

ら
せ
る
、
ど
う
す
れ
ば
選
挙
に

勝
て
る
の
か
、
力
を
合
わ
せ
る

し
か
な
い
と
口
火
を
切
り
、
１
，

悪
政
て
ん
こ
盛
り
の
岸
田
政
権
、

２
，「
市
民
納
税
、
自
民
脱
税
」

の
裏
金
疑
惑
、
３
，「
新
し
い
戦

前
」に
向
か
う
衰
退
途
上
国
を

中
心
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
現
状
か
ら
の
活
路
は

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
に

あ
る
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

（Ｔ
・Ｏ
）

５
月
６
日
、
千
葉
市
文
化
セ

ン
タ
ー
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
で
、
憲

法
を
い
か
す
千
葉
県
共
同
セ
ン

タ
ー
、
千
葉
県
憲
法
会
議
主

催
。
講
師
は
学
習
院
大
学
法

科
大
学
院
教
授
青
木
未
帆
さ

ん
に
よ
る
講
演
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
開
会
あ
い
さ
つ
、
寺
田

勝
弘
千
葉
県
労
働
組
合
連
合

会
議
長
、
国
会
報
告
、
本
村

伸
子
日
本
共
産
党
衆
院
議
員
、

講
演
の
後
に
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
千
葉
の
山
崎
県
議
、
新
社

会
党
の
宮
川
氏
が
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。
青
木
氏
は
１
，
現

状
、
２
，
安
保
政
策
の「
大
転

換
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
、

３
，
憲
法
と
の
関
係
を
確
認
す

る
、
４
，
戦
闘
機
第
三
国
輸
出

と「
国
民
の
決
意
」
、
５
，
試
さ

れ
る
私
た
ち
の「
平
和
構
想
力
」

の
順
で
話
を
し
ま
し
た
。
特
に

安
保
３
文
書
を
考
え
る
上
で
１

０
年
の
ス
パ
ン
で
も
の
を
見
る

こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

（Ｔ
・Ｏ
）

第２３２号 けやきの風 ２０２４年５月

け
や
き
の
風

１
ド
ル
１
４
５
円
が

ピ
ー
ク
か
と
思
わ
れ
た

円
が
１
６
０
円
ま
で
安

く
な
っ
た
。
円
安
は

「
円
弱
」
と
な
り
、
「
日
本

の
経
済
競
争
力
」
は
ま
す
ま

す
弱
化
、
タ
イ
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
も
抜
か
れ
ア
ジ
ア
14
ヶ

国
地
域
の
11
位
に
ま
で
下
が

り
、
先
進
国
と
言
え
な
い
状

況
で
あ
る
（
野
口
悠
紀
雄
氏

著
「
日
銀
の
責
任
」
）
▼
食

料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料

な
ど
を
輸
入
に
た
よ
る
私
達

に
と
っ
て
円
の
価
値
が
下
が

る
「
円
安
」
は
い
い
は
ず
が

な
い
▼
第
二
次
安
倍
政
権
の

２
０
１
３
年
、
１
ド
ル
97
円

だ
か
ら
円
安
政
策
の
異
常
さ

が
わ
か
る
。
円
安
政
策
の
恩

恵
を
受
け
る
大
企
業
は
過
去

最
高
の
利
益
を
更
新
し
、
内

部
留
保
を
２
０
０
兆
円
ほ
ど

積
み
増
し
累
計
は
国
税
収
入

の
５
年
分
以
上
の
５
２
８
兆

円
に
達
す
る
。
こ
の
間
株
主

資
本
主
義
が
強
ま
り
、
株
所

有
者
は
株
価
高
・
株
主
配
当

増
で
笑
が
止
ま
ら
な
い
。
金

融
資
産
１
億
円
以
上
の
富
裕

世
帯
は
こ
の
８
年
間
で
62
万

世
帯
も
増
加
し
て
い
る
と
い

う
▼
労
働
者
の
賃
金
は
30
年

間
ふ
え
ず
、
年
収
５
０
０
万

円
の
世
帯
の
手
取
り
収
入
は

32
万
円
も
減
少
し
た
▼
円
安

で
恩
恵
を
受
け
て
い
る
大
企

業
や
国
の
補
助
金
な
ど
で
優

遇
を
受
け
て
い
る
層
が
自
民

党
各
派
の
パ
ー
券
を
大
量
に

購
入
し
「
自
民
党
に
恩
返
し

す
る
」
こ
れ
が
裏
金
問
題
の

構
造
で
あ
る
と
私
は
思
う

（
編
：
Ｓ
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野 7187-0203

鈴木 7139-3421

5/2
憲
法
施
行
77
年

第
43
回
憲
法
を
考

え
る
市
民
の
集
い

憲

法
変

え

な

い

ほ

う
が
良

い
61

％

５
・
３
憲
法
大
集
会
（
臨
海

防
災
公
園
）
に
３
万
２
千
人

5/5
反
憲
法
政
治
が
生

み
出
し
た
日
本
の
危
機

5/6
憲
法
９
条
と
私

た
ち
の
平
和
構
想
力

「

武

力

で

平
和

は

つ

く
れ
な

い
」

各
地
で
多
彩
な
憲
法
集
会

川
崎
晢
氏
（
ピ
ー
ス
ボ
ー

ト
共
同
代
表
）

法
政
大
学
名
誉
教
授

五
十
嵐
仁
氏

学
習
院
大
学
法
科
大
学
院

教
授
青
木
未
帆
さ
ん
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第２３２号 けやきの風 ２０２４年５月

懐
か
し
き
苦
楽
こ
も
ご
も
捨
て
難
く

今
日
も
進
ま
ぬ
終
活
作
業七

丁
目

山
野

美
津

民
と
偕
に
能
く
楽
し
む
と
う

と
も

よ

偕
楽
園
老
梅
い
ま
だ
華
や
ぎ
咲
け
り

（
偕
楽
園
に
て
）

五
丁
目

鈴
木

明

柿
若
葉
積
ん
読
離
れ
門
を
出
る

三
丁
目

松
永
美
穂
子

竪
琴
は
今
も
さ
迷
う
イ
ン
パ
ー
ル

た
て
こ
と

四
丁
目

松
風

彦
左

山
椒
の
木
ア
ゲ
ハ
は
苗
を
読
み
違
え

七
丁
目

山
里

歩

パ
ー
テ
ィ
は
馬
も
喰
わ
ず
や
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク四

丁
目

松
風

彦
左

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
天
王
台
駅
南
口

か
ら
徒
歩
で
約
３
０
分
。
樹
齢

５
０
０
年
と
い
わ
れ
る
銀
杏
の

木
が
階
段
の
登
り
口
に
あ
り
ま

す
。
５
月
初
め
の
夕
方
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
銀
杏
の
幹
が
よ

く
見
え
ず
、
一
瞬
驚
き
ま
し
た

が
、
根
本
か
ら
枝
が
生
え
緑
に

覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
約
１
０

０
段
の
階
段
を
上
る
と
石
の
鳥

居
が
あ
り
ま
す
。

両
側
に
庚
申
塔
が
ぎ
っ
し
り

と
並
ん
で
い
ま
す
（
写
真
）
。

左
側
に
は
５
６
基
、
右
側
４
５

基
あ
り
ま
し
た
。
何
時
建
立
さ

れ
た
の
か
年
号
を
確
認
す
る
と

「
天
保
、
弘
化
、
嘉
永
（
１
８

３
０
～
１
８
５
４
年
）
」
の
文

字
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
江
戸

時
代
の
末
期
で
す
。
何
故
こ
の

時
期
の
庚
申
塔
が
建
立
さ
れ
、

並
ん
で
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
よ
そ
の
例
で
は
、
庚
申

塔
は
元
々
、
路
傍
に
立
て
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
高
度
経
済
成

長
期
に
道
路
の
拡
張
や
建
設
が

行
な
わ
れ
、
一
カ
所
に
集
め

ら
れ
た
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
こ
も
想
像
で
は
神
社
下
の
ふ

れ
あ
い
道
路
の
建
設
に
伴
っ
て

移
転
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

庚
申
塔
と
は
、
庚
申
待
（
６
０

日
ご
と
に
巡
っ
て
く
る
庚
申
の

夜
に
、
中
国
の
道
教
の
教
え
で

あ
る
三
尸
（
さ
ん
し
）
の
虫
が

人
間
の
体
内
に
住
ん
で
お
り
、

庚
申
の
夜
に
、
睡
眠
中
の
人
の

体
か
ら
抜
け
出
て
そ
の
人
の
罪

を
天
帝
に
密
告
す
る
と
い
わ
れ
、

密
告
さ
れ
た
人
の
寿
命
が
縮
む

と
信
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
人
々

は
一
晩
中
起
き
て
い
る
こ
と
で

密
告
さ
れ
る
の
を
防
ご
う
と
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
庚
申
待
で
す
）
を
三
年

間
継
続
す
る
と
、
そ
の
記

念
に
庚
申
塔
を
建
て
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
高
野
山
香
取
神
社
の

創
建
年
代
は
不
詳
な
が
ら
、

平
将
門
の
乱
が
平
定
さ
れ

た
天
慶
３
年
（
９
３
０
）

の
創
立
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
境
内
に
は
古
墳
が

あ
り
ま
す
。
中
世
以
前
の

こ
と
は
不
明
で
、
貞
享
元

年
（
１
６
８
４
）
の
棟
札

に
「
奉
新
建
立
香
取
大
明

神
御
宮
」
と
み
え
る
の
で
、

こ
の
時
香
取
神
社
と
称
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
（
市
史
）
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
少
し
足
を
の
ば
す
と
、

水
神
山
古
墳
、
高
野
山
桃
山
公

園
に
は
前
原
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

手
賀
沼
の
眺
め
が
い
い
と
こ
ろ

で
す
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

高
野
山
香
取
神
社
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９３０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

防
災
備
蓄
品
で
資
機
材
と

し
て
備
蓄
さ
れ
て
い
る
主
な

も
の
は
発
電
機
（
ガ
ソ
リ
ン

発
電
機
・
ガ
ス
発
電
機
）
４

５
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
１
４
２
本
、

投
光
器
３
０
、
す
ず
ら
ん
灯

（
電
球
）
４
５
０
、
間
仕
切

り
類
（
段
ボ
ー
ル
間
仕
切
り
・

テ
ン
ト
型
間
仕
切
り
）
１
０

４
４
、
ア
ル
ミ
ロ
ー
ル
マ
ッ

ト
１
２
３
４
、
ベ
ッ
ド
類

（
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
・
簡
易

ベ
ッ
ド
・
多
目
的
ベ
ッ
ド
）

１
７
１
、
毛
布
類
５
４
４
０
、

設
置
型
ト
イ
レ
（
仮
設
ト
イ

レ
・
簡
易
ト
イ
レ
）
１
０
８
、

携
帯
ト
イ
レ
１
０
０
２
４
、

ト
イ
レ
用
テ
ン
ト
４
６
、
紙

お
む
つ
（
乳
幼
児
用
）
２
１

８
４
、
（
大
人
用
）
４
５
６
、

生
理
用
品
１
０
８
１
、
浄
水

器
６
、
給
水
用
タ
ン
ク
（
１

ト
ン
用
）
１
３
、
給
水
袋

（
１
０
リ
ッ
ト
ル
用
）
６
９

０
０
、
担
架
・
レ
ス
キ
ュ
ー

カ
ー
・
リ
ア
カ
ー

８
３
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
１
１
１
８
、

マ
ス
ク
１
４
６
８
０
０
、
障

が
い
者
用
ベ
ス
ト
２
３
７
な

ど
で
す
。

こ
れ
ら
が
市
防
災
倉
庫
、

久
寺
家
ポ
ン
プ
場
、
気
象
台

公
園
、
白
山
中
学
校
、
湖
北

台
西
小
、
布
佐
小
、
高
野
山

小
、
（
19
）
小
中
学
校
、
布

佐
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
分

散
備
蓄
さ
れ
て
い
ま
す
。
食

糧
備
蓄
は
同
じ
よ
う
に
中
学

校
や
小
学
校
な
ど
に
分
散
備

蓄
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
計
は

１
０
６
４
４
２
食
（
我
孫
子

市
市
民
安
全
課
資
料
）
。

（
Ｔ
・
Ｏ
）

備
蓄

さ

れ

て

い

る

防
災
資

機
材

我
孫
子
市
の
防
災

対
策
の
現
状
そ
の
３

こいのぼり祭り

５月５日のこどもの日、五月晴れの中央公園にて鯉のぼり
祭りが開催。太鼓や踊りありキッチンカーが並び、子供は
輪投げや鯉のぼり作りに汗を流していました。

備

蓄

さ

れ

て
い

る

防

災
資
機

材
場
所


